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「持続可能なエリアマネジメントの方法を考える」 
担当教員 金藤 正直 

 

                                         

 

コースの概要 

 日程   2022 年 2 月 21日（月）～24 日（木） 

 場所   1 日目：埼玉県所沢市（ところざわサクラタウン、西武緑化管理 hale-hana 

plants+ 、西武アグリ北岩岡農地） 

2日目：東京都立川市（国営昭和記念公園、グリーンスプリングス、ファーレ

立川アート） 

3～4 日目：埼玉県秩父市（薬師の湯・道の駅、秩父ワイン、秩父ミューズパ

ーク、秩父まちづくり古民家、秩父神社、秩父まつり会館） 

 参加人数 20 名 

 

コースのねらい 

このコースでは、地球環境の歴史、自然環境や生物多様性の保全、再生可能エネルギー

や地域資源の活用事業などの学習・調査を通じて、将来必要とされる持続可能な地域振興

策や地域づくりのための経営方法を検討していくことを目的としました。 

                                         

 

内 容 

 フィールドスタディは、2020 年度での取り組みを考慮に入れ、新型コロナウィルス感染

症対策を徹底し、2 月 21 日（月）から 4 日間開催しました。今年度は、新型コロナウィル

スの影響により、当初予定していた武甲酒造やその周辺の酒蔵には訪問できませんでした

が、その他については、ほぼ予定通り訪問し、学習することができました。そこで、ここ

では、訪問できた場所での取り組みについて紹介します。 

まず 1日目の埼玉県所沢市では、

日本最大級のポップカルチャー発

信拠点となっているところざわサ

クラタウンを始め、市内の花やみ

どりの空間を管理している西武緑

化管理 hale-hana plants+、太陽

光を用いたエネルギー事業と農業

を一緒に実施している西武アグ

リ北岩岡農地を訪問し、所沢市の

ところざわサクラタウン内の 

角川武蔵野ミュージアム 

西武アグリ北岩岡農地での 

事業の様子 



特性を生かした事業とそのマネジメントの方法を学習しました。 

次に 2日目は、東京都立川市に移動し、

国営昭和記念公園、グリーンスプリング

ス、ファーレ立川アートを訪問しました。

国営昭和記念公園では環境学習や施設見

学を実施し、また、グリーンスプリングス

（プレイミュージアム）やファーレ立川ア

ートではアートを通じた市内まちづくり

の中心となっている絵画やオブジェなど

を見学しました。 

最後に 3 から 4 日目は、埼玉

県秩父市に移動し、秩父市の特

性を活かした事業や、市内のま

ちづくりに寄与している施設な

どを訪問しました。3 日目に訪問

した薬師の湯・道の駅、秩父ワイ

ン（源作印ワイン）、秩父ミュー

ズパークでは、販売されている

商品を見学するとともにその商品の歴史

や、市内のまちづくりにおける施設の役割

などについて学習しました。また、4 日目

に訪問した秩父まちづくり古民家、秩父神

社、秩父まつり会館では、まちづくりにお

ける新たな取り組みとその特徴や、市内の

歴史と文化について学習しました。 

 

学習を終えて 

今年度は、昨年度よりも、数多くの場所に訪問し、さまざまな学習や見学ができたこと

から、このコースのねらいでもあった「将来必要とされる持続可能な地域振興策や地域づ

くりのための経営方法を検討」するための学びを得ることができました。参加学生からも、

「大変貴重な経験となった」、「様々な体験を通じていろいろと勉強することができた」な

どの声をもらっていますので、参加学生に対してある程度充実した学習機会を提供するこ

とができたと考えられます。来年度も、今年度のこうした取り組みや反省点などを活かし

ながら、地域でのまちづくりの方法を学習できるより一層充実したコースの検討を行って

いきます。 

 

環境学習の様子 

ミューズパークでの学習の様子 

市内アートの見学の様子 

古民家の見学の様子 

秩父神社の見学の様子 秩父ワインの見学の様子 



「“水の国 日本”－湿地と人の関わり・ラムサールサイトを考える」 

担当教員 高田雅之 

 

                                         

 

コースの概要 

 日程： 2021 年 12 月～2022年 4月 

 事前学習 2021年 12 月 20 日、2022 年 1月 17日、2 月 9 日 

 現地学習 2022年 2 月 24 日（茨城県涸沼） 

2022 年 2 月 25 日（栃木県ほか渡良瀬遊水地） 

 フィールドワーク 2022年 3月 2日、22 日、27日 

      事後学習 2022 年 3 月 23 日、4 月 2日 

場所： 茨城県涸沼、栃木県ほか渡良瀬遊水地、グループによる自主調査地 

 参加人数： 18名（1 年生 6名、2 年生 12 名） 

 

コースのねらい 

“水の国 日本”には様々なタイプの湿地（河川・湖沼・湿原・水田等）があること、それ

らが防災や生物多様性を含む多様な機能を持つこと、人間の暮らしや各種産業との関わり

などについて学ぶとともに、国際的に湿地の持続的利用を目指すラムサール条約の登録地

を訪ね、地域及び日本における役割の理解を通して、人と自然との共生のあり方を深く考

察することを目的とする。 

                                         

 

内 容 

（1）事前学習 

第 1 回は対面でゲストによるラムサール条約に関する講義ののち、コースのねらいと今

後の予定、事務手続きについて説明し、現地学習と自主フィールドワークのための 2 つの

グループ分けとグループ活動に関する話し合いを行った。ゲストは国際法（特に湿地関連）

を専門としている聖学院大学の鈴木詩衣菜准教授を招き、ラムサール条約の解説を含む湿

地保全と法について講義及び質疑応答を行っていただいた。 

第 2 回は対面でゲストによるラムサール条約と地域との関りに関する講義ののち、湿地

の基本に関するレクチャー（高田）、グループ活動に関する話し合いを行った（バス日帰り

現地学習の着眼点やテーマ、居住地ブロックごとに行う自主現地調査の対象地・日程・内

容について）。ゲストは日本野鳥の会の大畑孝二氏で、各地でラムサール登録を実践してき

た経験をもとに、ラムサール条約と地域との関りについての実践的な講義及び質疑応答を

行っていただいた。 



 第 3 回はオンラインで、個々人による日本のラムサールサイト（場所は任意）と地域と

の関りに関する事例紹介の発表を行った。その後、現地学習の対象地の紹介（高田）、前回

に引き続きグループによる話し合いを行った。 

 

（2）現地学習 

①涸沼（茨城県） 

 貸切バスで靖国神社を出発し、涸沼インフォメーションプラザで「クリーンアップ涸沼

ネットワーク」の方々涸沼や市民活動についての講話ののち、湖畔を散策し水鳥を観察し

た。その後霞ヶ浦浮島湿原（妙岐の鼻）を訪ね、国土交通省霞ヶ浦河川事務所及び水資源

機構利根川下流総合管理所の方から説明を受け東京に戻った。 

②渡良瀬遊水地（栃木県・群馬県・埼玉県） 

貸切バスで靖国神社を出発し、渡良瀬遊水地ウォッチングタワー（栃木市）で「渡良瀬

遊水地アクリメーション振興財団」の方より渡良瀬遊水地について説明を受け、旧谷中村

と湖畔を散策したのち、渡良瀬遊水地湿地資料館（栃木市）で栃木市渡良瀬遊水地課、渡

良瀬遊水地アクリメーション振興財団の方の講話をいただいた。その後コウノトリ交流館

（小山市）を訪ね、小山市自然共生課の方々より小山市の取り組みについての講話と館内

説明、そして繁殖地見学ののち東京に戻った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

涸沼での散策と説明        渡良瀬遊水地でのコウノトリ観察 

 

（3）フィールドワーク 

居住地ごとに分けた 3つのグループごとに 1 都 3 県の湿地（海岸・干潟・河川・湖沼・

湿原・人工的な湿地など）を対象に自主的にフィールドを選定し実施した。実施に当たっ

ては予め現地調査計画書を提出し、事後報告も行った。 

調査は以下のとおり行われた。 

 ・3月 2日 生田緑地（川崎市） 

 ・3月 22日 多摩湖（東大和市）・狭山公園（東村山市） 

 ・3月 27日 上野公園不忍池（台東区） 

 



（4）事後学習 

第 1 回は対面により、2 日間の現地学習の成果をグループごとにまとめて発表した。共

通項目として提示したテーマは以下の 2 つで、これに各班任意に内容を追加してまとめた。 

 ・人と自然との共生のあり方について現場から学んだこと 

 ・ラムサールサイトであることの意味／意義 

第 2 回はオンラインにより、フィールドワークの結果についてグループごとに発表した。

共通の発表テーマは以下の 2 つとした。 

・対象地における湿地の人との関わりは何か、それは持続的か 

・対象地はラムサールサイトになる資格はあるか、実際なれると考えるか 

最後にまとめとして、様々なタイプの湿地と様々な恵み、ラムサール登録するというこ

との意義、地域の関わりと持続的な保全活用について講義を行った（高田）。その後 2022

年 4 月 10 日期限で全員から振り返りレポートの提出を受け、コースを完了した。 

 

学習を終えて 

 3 年ぶりの現地学習を伴った FS が実現できたことの意義は、参加学生の反応やレポー

トからも明らかである。デジタルに囲まれることの多い日常だからこと、予期しないもの

（人・風景・自然など）との出会いや体験の価値は高いものであることを改めて実感した。

一方で自治体それぞれにまん延防止等重点措置などがとられ、予測できない状況の中で、

訪問する相手方や貸切バスと実施判断や日程調整をすることに大変苦慮したが、実情を互

いに理解し共有することで、代替プランを常に持ちながら柔軟な判断を行い、現地学習を

実現することができた。以下学生からの感想の一部を紹介する。 

 

・現地の方々が私たちの訪問を歓迎してくれているのが伝わってきた。コロナ禍という難

しい状況下で東京から学生の集団を受け入れるというのは簡単な判断ではなかったはず

だが、どの訪問先でも私たちと同じ目線に立って現場を見つめてくださったことが嬉し

かった。広大な湿地と、人との関わりを目の当たりにした機会は、一人ではなかなか確

保し難いものだと思う。フィールドスタディだからこその貴重な体験ができた。 

・全体を通し、同じ興味を持ちながら別々の視点・知見を持つ学生たちと共に学ぶこと、

現場に明確な問題意識を持って足を運ぶことの意義を強く感じた FSだった。 

・実際に現地に赴いたからこそ他の自然や社会の問題について考える新たな視点を身につ

けることができた。 

・特産品であるシジミを食べたり地元の方々と直接交流したりし、湿地としての情報だけ

でなく、人や地域の温かみに触れることができたのが非常に嬉しかった。ゼミや授業な

ど、普段はインターネットや資料を見て知識を得ることが多いが、今回直接現地に赴い

たことで、五感を通じて得られる情報、思い出、そしてそのフィールドに対する愛着を

持つことができた。 



「歴史的環境の保全を考える」 
担当教員 根崎 光男 

 

                                         

 

コースの概要 

 日程    2022 年 2 月 27 日～3 月 2 日 

 場所    埼玉県川越市、神奈川県箱根町、東京都中央区・浜離宮恩賜庭園 

 参加人数  11名 

 

コースのねらい 

土地の歴史や人々の記憶が刻まれた遺跡・町並み・景観・建物群などの歴史的環境の現

場を見ながら、自治体の文化財行政の現状と課題を確認し、その保全のあり方について考

えることを目的としました。 

                                         

 

内 容 

 フィールドスタディの日程は、予定通り行いましたが、初日の川越市と最終日の浜離宮

恩賜庭園はまん延防止等重点措置の発出により現地訪問できず、担当教員の現地写真を使

った講義と各職員による Zoom オンライン講義および質疑応答を実施しました。唯一、現地

訪問できたのが、１泊２日で実施した箱根町での現地学習でした。そこで、ここでは箱根

町での取り組みを紹介します。 

●２月 28日（月）の箱根１日目、10 時 30 分に箱根湯本駅に集合、箱根町役場・箱根町立

郷土資料館を訪問しました。 

△箱根町の文化財担当職員より「箱根町における文化財の保護と課題」について講義を受

け、質疑応答を行いました。このなかで、箱根町には 100 件を超える文化財があるが、町

の規模が小さいため、文化財保護の予算や人員配置が少ないことの報告があり、箱根関所

の修復に多大な経費がかかり、ほかの文化財には十分な手当てができないということであ

った。国指定の重要文化財などが数多くありましたが、数多くの課題が山積していること

を学びました。 

△箱根町の観光スポットを見学 

午後は、箱根町の観光資源のいくつかを見学するため、登山鉄道、ケーブルカー、ロー

プウェー、海賊船に乗り、大涌谷・桃源台・芦ノ湖などを訪問しました。箱根町の観光資

源は、自然・温泉・歴史などですが、コロナ禍により観光客が少ないことが気になりまし

た。 

●３月１日（火）の箱根２日目、午前中に旧街道石畳バス停で降り、石畳と杉並木を散策



しました。 

△旧東海道石畳と杉並木の実地探索 

石畳の一部にはまだ雪が残り、すべりやすい状況でしたが、全員が無事踏破しました。

山の坂道の勾配が急であり、大雨などがあると石畳の石が流され、これを文化財担当の職

員らが元通りに直しているとの話を昨日の講義で聞きました。江戸時代の東海道の面影を

今に伝える箱根旧街道杉並木も、古木の周りにアジサイの木が植栽され、観光客が根を踏

まないような措置が講じられていました。 

●箱根関所の歴史と保全状況を学習 

 午後は小雨交じりで大きな風が吹いていましたが、国指定史跡・箱根関所の職員の案内

で、関所の隅々まで回り、関所の役割や施設保全にあたっての留意点などの説明を受けま

した。関所の立地から思いのほか痛みが激しく、建物の復元 15年にして修復せざるをえな

くなったこと、見える部分は昔の材料を使うことに心がけ、見えないところは現代の工法

で長持ちするように工夫しているなどの説明を受けました。その保存にも多くの課題があ

ることがわかりました。 

 

学習を終えて 

 今回は、まん延防止等重点措置の延長により、埼玉県川越市と都内の浜離宮恩賜庭園に

ついては、イベント中止や休園により現地実習ができませんでした。本フィールドスタデ

ィのテーマは、「歴史的環境の保全を考える」であり、各自治体の取り組み状況を視察して

考えることでしたが、その一部は達成できませんでした。しかし、それをカバーすべく、

現地学習コースのそれぞれの地点・施設の写真（かつて教員が訪問した際に撮影）を用い

て紹介し、各自治体の職員によってオンライン講義と質疑応答を実施できたことはよかっ

たように思う。 

 こうした状況のなかで、本フィールドスタディを受け入れてくれた箱根町の対応には感

謝の気持ちでいっぱいです。箱根の３カ所の施設（箱根町立郷土資料館・箱根関所・箱根

関所資料館）では職員による案内と講義をいただき、学生も実地学習できたことを大変喜

んでおりました。歴史的環境保全の難しさや多くの課題を知り、そして旧東海道の石畳・

杉並木・箱根神社・大涌谷を訪問できたことは、学生にとっても大きな喜びであったよう

です。 

 このように、所期の目的を十分に達成できたとはいえませんが、コロナ禍のフィールド

スタディとして大きな成果を得られたと思います。何よりも、教員と学生が一堂に会し、

ともに行動できたことはかけがえのないものだったように思いました。 

 

 

 

 



      

講義を受ける                ロープウェーで一息入れる 

 

       

箱根関所・遠見番所から眺める         旧東海道石畳を歩く 



「秩父の文化と風土を学ぶ」 
担当教員 平野井 ちえ子 

 

                                         

 

コースの概要 

 日程    日帰り：2021年 11月 7日(日)・11月 23日(火) 

       宿泊 ：2022年 2月 1日(火)～2日(水)の 1泊 2日 

 場所    埼玉県秩父郡小鹿野町・長瀞町・埼玉県秩父市 

 参加人数  4名 

 

コースのねらい 

・秩父という地域は「札所巡り」が有名でシニアの方々の小旅行の印象が強い一方、東京

近郊でありながら自然と民俗芸能の宝庫でもあります。前半では東京からのアクセスが良

い秩父市内や人気の高い観光地でもある長瀞町を訪問し、後半では歌舞伎の町として名高

い小鹿野町を訪問します。秩父の文化・歴史・自然の関わりを学ぶことで、地域の形成に

関わる知見を深めていただきたいと考えます。 

                                         

 

内 容 

・前半日程では、秩父市内と長瀞町を訪問します。秩父の二大産業である絹織物業とセメ

ント産業を意識しながら、ミュージアムで体験学習したり歴史的建造物を見学したりしま

す。また、秩父神社と宝登山神社は秩父の三大パワースポットに数えられます。人々の信

仰と暮らしの関わりについて考える良い機会です。後半日程は、小鹿野町訪問です。歌舞

伎の町として知られるこの町の成り立ちを学ぶと共に、歌舞伎の化粧や衣裳の体験学習も

実施します。歴史的建造物に触れる一方で、合角ダムの建設など小鹿野現代史を学び、地

域の形成に思いを馳せることができたらと思います。 

・行程 

 1日目：西武秩父駅→ちちぶ銘仙館→中心部まち歩き→秩父神社→秩父まつり会館→ 

     中心部まち歩き→西武秩父駅 

 2 日目：上長瀞駅→埼玉県立自然の博物館→長瀞岩畳散策→荒川ライン下り→宝登山神

社 

     →長瀞駅 

  3日目：西武秩父駅→小鹿野町まち歩き→小鹿野文化センターでの研鑽→須崎旅館→ 

     歌舞伎の衣裳・化粧の実演【須崎旅館宿泊】 

 4日目：須崎旅館→合角ダム→倉尾ふるさと館→小鹿野町→尾ノ内渓谷→ 

     古鷹神社（歌舞伎舞台）→西武秩父駅 

 

学習を終えて 

・11 月に実施した前半日程（秩父市内・長瀞町）は、コロナ禍が一時落ち着いた時期でも

あり、修学旅行や紅葉シーズンと競合したものの、比較的穏やかな心境で現地訪問に臨む

ことができました。一方、2 月初旬に実施した後半日程（小鹿野町編）は、新規感染者数

が急上昇し「緊急事態宣言」下での実施となりました。それでもなお、本企画への協力を

惜しまなかった小鹿野町職員・山本正実氏と須崎旅館女将・須崎真紀子氏、企画に参加し

て下さった学生諸君、また部分的に参加できなくても事後講義で密度の濃い書評・映画評

を発表して下さった学生に、感謝と敬意を表します。 



 
秩父銘仙館にてコースターの機織り体験。 

 
秩父市内の町屋を生かした店舗－黒門通り。 

 
紅葉の長瀞で賢治の歌碑を前に講義する山本氏。 

 
長瀞岩畳ではかつて地歌舞伎の公演も。 

 
感染予防対策のもと歌舞伎の化粧実演。 

 
衣裳もつけてビシっと決まりました。 

 
古鷹神社の歌舞伎舞台。下手桟敷から撮影。 

 
尾ノ内渓谷。まちづくりの人工の氷柱です。 
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「⽇本のシルクロード――⽣⽷の⽣産と⽇本の近代化、ヨーロッパ

との交流」 

担当教員 竹本 研史 辻 英史 

 

                                         

 

コースの概要 

 日程    2021 年 11 月 7 日、2022 年 1 月 10 日、2 月 28 日～3 月 1 日 

 場所    東京都墨田区、神奈川県横浜市、長野県諏訪市・岡谷市 

 参加人数  9 名 

 

コースのねらい 

・FS 実施企画の「学習目的」を参考に書いてください。 

 

幕末以降、日本は欧米の政治制度、産業、文化などを輸入して近代化を図ろうとしまし

た。その一例を養蚕・製糸業に見ることが可能でしょう。カイコの繭からつくられる生糸

は、絹糸や絹織物の原料として古代から生産されていたが、明治以降 欧米の技術を導入し、

大量生産されるようになりました。長野県諏訪、東京都八王子、群馬県富岡な土で生産さ

れた生糸は、横浜まで運ばれ、そして欧米へと輸出されていきました。明治から 1930 年代

に至るまで生糸は日本最大の輸出品であり、一時は日本の総輸出額の 4 割を占めていまし

た。 

このような養蚕・製糸業の発展は、その拠点となった地方の近代化に大きな貢献をおこ

ないました。その射程は、工場における生産設備の拡大だけでなく、そこで働く労働者の

福利厚生施設や、原料や製品輸送のための鉄道や道路といった交通インフラの整備におよ

んでいます。一方、大都市の紡績工場を中心とした女工たちの過酷な労働は、自身も女工

だった高井としをの協力で著された細井和喜蔵の『女工哀史』などを通じて知ることがで

きます。 

本 FS プログラムは、日本の近代化、とくに養蚕・製糸業の遺産となっている場所を訪

れ、日本の近代化・産業化と都市の発展、そして国際交流のあり方について明治期以降の

養蚕・製糸業に着目して検討するものです。 

 

                                         

 

内 容 
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 「生糸 FS 」と呼ばれた本 FS では、2021 年 10 月 25 日（月）に第 1回事前学習をおこ

なった後、11 月 7 日（日）に、両国の江戸東京博物館を訪れ、東京を中心とした日本の大

都市の近代的発展についていくつもの具体的なビジュアルによって学び、今回の FS のテ

ーマを理解するための基盤づくりに努めました。 

 

 
 

 ついで 2022 年 1 月 7 日（金）の第 2回の事前学習では、世界的な港湾都市横浜と生糸貿

易について勉強をしました。これを踏まえて、1 月 10 日（月祝）では、午前中に、神奈川

県立歴史博物館博物館（旧横浜正金銀行本店）で丹治雄一学芸部長に、神奈川県立歴史博

物館の建築の特徴と横浜正金銀行についてレクチャーを受け、通常は見ることのできない

同博物館の地下とドーム屋根の内部を見学をして、横浜正金銀行が海外貿易にいかに大き

な寄与を果たしたか、またその本店の建築構造がいかなるものであったかについて考察し

ました。午後は、感染症対策もあり、各自の関心に合わせてグループに分かれ、シルク博

物館や横浜都市発展記念館などを訪れ、さらなる知見を深めました。 

 
 

 2 月 11 日（金）の第 3回事前学習では、長野県諏訪地方の製糸業の歴史的発展について

基本的知識を習得しました。2 月 28 日（月）からは万全の感染症対策のもと、長野県諏訪

地方に現地入りし、28 日には片倉健太郎館長のご案内のもと、諏訪市にある片倉館という
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洋館を見学し、地元のみならず日本の巨大製糸業である片倉組（片倉製糸紡績株式会社）

がつくった、当時の福利厚生施設が地域住民にいかなる貢献をしたのか、また当時の政財

界などといかなる関係を築いていたのかについて確認をおこないました。翌 3 月 1 日（火）

の午前中には、岡谷市の岡谷蚕糸博物館・宮坂製糸所を訪れ、髙林千幸館長による岡谷の

製紙業に関する講演を拝聴し、林久美子学芸員による足踏み式繰糸機での実演をはじめと

する、博物館と製糸所の館内見学をおこないました。午後は、岡谷近代化産業遺産を伝え

る会の宮坂春夫会長のご案内により、岡谷市の製糸業にまつわる産業遺産をめぐるまち歩

きをしました。3 月 1 日の行程を通じて、岡谷市と製糸業の強い結びつきと歴史的な発展、

ならびに産業遺産を地元自治体や地域住民がどのように保存していくかという課題につい

て省察しました。 

 

 
 

 



 4 

 
 

 
 

 3 月 16 日（水）には事後学習をおこない、これまでの事前学習および現地学習を各自が

振り返りつつ、学生および教員で議論をおこないました。さらには、4 月 26 日（火）は、

授業担当者が、フランス・リヨン市で取材した、リヨンの絹織物産業の歴史、および生糸

にまつわるリヨンと日本との交流について動画を用いて講義しました。 

 

 以上を通じて、本「生糸 FS 」では、生糸を基軸に据えながら、日本においていかにし

て産業の近代化や都市の発展、国際交流がなされてきたか、人文科学、社会科学など超域

的方法論により改めて問い直すことが可能になりました。 

 

 

学習を終えて 

 

本研究を通して私は、⼥⼯を取り巻く労働環境について、良かったと考える⼈々の主張
と悪かったと考える⼈々の主張の両⽅に触れることで、歴史的事実を俯瞰してみることが
できたと考えている。それとともに、例えば今回であれば⼥⼯に関して良いイメージを⼈々
に抱かせるような展⽰や解説の⽅が⽐較的多くあるといったように、歴史的事実に対して、
そのテーマを扱っている⼈がどのように伝えたいかによって⼿を加えることにより、その



 5 

歴史的事実が中⽴的に⼈々に伝わらない場合があるということに気づけた。この学びは、
今後の論⽂執筆や⽇々の学習に確実に⽣きると考えている。 

（3 年 ⾼橋 賢良） 

 

 

以上 



「行政（警察・防衛関係）による生活と安全の確保」 

担当教員 永野 秀雄、長谷川 直哉 

 

                                         

コースの概要 

 日程    2022 年 2 月 24 日、３月９日、3 月 10 日 

場所    2 月 24 日 防衛省・自衛隊（防衛省本省・陸上自衛隊朝霞基地への訪問は

コロナ感染症拡大のため中止→WEB 講義）、３月９日 警視庁警察学校・中講堂及び教室

（３月 8 日の警視庁本部庁舎・麹町署の訪問はコロナ感染症拡大のため中止）、3 月 10 日 

公安調査庁（中央合同庁舎６号館 A 棟） 

 参加人数  14名 

コースのねらい 

このコースのねらいは、国民の生活と安全を守る組織としての警察・防衛・公安関係

の組織と現場を見学して、将来、自衛官、警察官、公安調査官を志望する学生や、この

分野に関心のある学生に積極的に参加してもらいたいと考えました。 

                                         

 

内 容 

・2 月 24 日の防衛省・自衛隊の現地見学が中止となったため、自衛隊東京地方協力本部港

出張所長（陸上自衛隊一等陸尉の方）に、午前・午後を通してパワーポイント（動画含む）

による講義をして頂きました。 

・３月９日の警視庁警察学校においては、講堂において、警視庁の組織、警察官の職務・

役割等、警察庁の警察大学校・警察政策研究センターの業務に関する授業を受けた後、実

際に授業が行われている教室を見学させて頂きました。 



 

警視庁警察学校 

 

・３月 10 日は、公安調査庁において、午前中に和田雅樹公安調査庁長官からご挨拶を頂い

たのち、担当者の方から同庁の業務・組織の説明を受けました。午後は、４人１班で、情

報収集に関する調査業務を体験させて頂きました。架空の国家の関係者がテロを起こす可

能性があるのかを、複数の関係者にインタビューするというもので、調査官が担当する業

務の難しさを実感することができました。また、その後に報告書をまとめて、同庁長官に

報告を行う会議室において政府幹部へのブリーフィング体験をさせて頂きました。 

  

公安調査庁・調査業務体験          政府幹部へのブリーフィング体験 

 

学習を終えて 

・防衛省・自衛隊に関する講義の内容に関しては、非常に満足した。講師の方の実際の経

験談や、映像を交えた講義で、時間が一瞬で過ぎてしまった。中でも、「身の危険を感じた

経験がありますか？」との質問に対して、過酷な訓練の話をしていただき、想像もできな

いようなきつい環境で、私達国民のために活動されているということを理解することがで

きた。（３年 菅谷蓮） 



・警視庁警察学校を見学した感想として、まずとても緊張感のある授業をしているなと感

じました。先生の言うことをノートに書きとり、質問されたら即座に答える、またいうこ

とを聞かずに自分勝手な行動をした際には叱責するなど、先生方がとても熱心に一人ひと

りの生徒に向き合っているのが授業を目にするだけでもわかりました。 

（１年 畠山涼太） 

・公安調査庁における一日の調査業務体験を通して、班員が一丸となってやり終えたこと

により、大きな達成感が得られた。ご丁寧に修了証までいただき、そのお心遣いに感動し、

とても嬉しい気持ちで一日を締めくくることができた。しかし、今回体験したような業務

を日常的に行っているという事を学んだり、公安調査官の方は頭の回転が速く、お話も面

白かったりした為、とてもかっこいい職業であると感じた。（２年 椎野夏美） 

 

 


